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1   遼寧省档案館所蔵　10頁のタイプ印刷の資料である。　請求記号は、交通1047
なお档案館利用にあたって権芳敏氏（遼寧省档案館副研究館員）の御助力を賜った。ここに記して謝意を表したい。
また満州、満州国といった用語には「　」を付すべきであるが煩雑になるため省略した。
2   満洲国線とは満州国国有鉄道の略称である。これに対して満鉄本来の路線を社線とよんでいる。




4   詳細は注２の拙稿「在満鉄道に対する軍事的支配をめぐる葛藤−満洲国線の満鉄への経営委託をめぐって−」を参照され
たい。











































6   但しこれらの取り決めに合法性があるか否かに関しては関東軍・満鉄内でも議論があった。この点は前掲「在満鉄道に対
する軍事的支配をめぐる葛藤−満洲国線の満鉄への経営委託をめぐって−」の注14を参照していただきたい。
7   この説得の経緯に関しては兒嶋俊郎「在満諸鉄道に対する軍事的支配をめぐる葛藤（中）」（『長岡大学　研究論叢』第６
号　2008年７月）、及び波多野澄夫「満州国建国前後の鉄道問題」（『軍事史学』12巻　1976年９月）を参照されたい。
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「交通協議会意見具申又ハ報告事項
一　諮問事項ニ関スル事項
備考　左記各號ハ爾今本委員会ニ於イテ審議ス
一　　輸送量調査委員会
二　　港湾整備委員会
三　　鴨緑江河口整備調査関係事項」
さいごに
　以上「満洲國産業政策ト満鐵運営ノ連繋緊密化促進ニ關スル件」の全文を紹介した。この資料から明らかに、満
鉄が関東軍の広範な指揮監督権を認めていたことを確認できる。この交通協議会なるものの実際の活動、関東軍、
あるいは陸軍の側からの位置づけ、評価といったところが今後は検討されるべき課題となるであろう。
図表１ 満鉄への経営委託関係文書一覧
日時 資料名 文書署名者等
1932.3.10 溥儀執政発本庄関東軍司令官宛書簡 執政溥儀発　本庄関東軍司令官宛
1932.3.12 覚書 本庄関東軍司令官・内田満鉄総裁連名
1932.3.10 鉄道港湾河川ノ委託経営竝新設等二関スル協定案 本庄関東軍司令官・内田満鉄総裁連名
1932.4.19 鉄道港湾河川ノ委託経営竝新設ニ關スル協定及第十条二 本庄関東軍司令官・内田満鉄総裁連名
関スル協定
同日 国軍費用の標準額二関スル協定 本庄関東軍司令官・内田満鉄総裁連名
同日 鉄道港湾河川ノ委託経営竝新設ニ關スル指示及協定 本庄関東軍司令官・内田満鉄総裁連名
ニ伴フ覚書
1932.5.9 拓務省指令 秦拓務大臣発　内田満鉄総裁宛
1932.5.9 拓務次官通牒 拓務次官発　内田満鉄総裁宛
1932.5.11 吉敦延長線竝羅津港建設及北鮮鉄道委任経営ニ關スル
拓務大臣通牒
1932.5.31 経営竝新設等二関スル協定ノ解釈ニ關スル覚書 後宮大佐と村上満鉄鉄道部長
（欠） （｢借款利子及政府納入金二関スル覚書ナリ｣）
1932.8.7 満州国政府ノ鉄道、港湾、水路、航空路等ノ管理竝線路ノ敷設 本庄関東軍司令官・鄭満州国国務総理
管理ニ關スル協約
1932.8.7 満州国政府ノ鉄道、港湾、水路、航空路等ノ管理竝線路ノ敷設 本庄関東軍司令官・鄭満州国国務総理
管理ニ關スル協約ニ基ク付属協定
1932.9.24 昭和七年九月十五日鉄道根本問題に関し後宮大佐の説明要領 後宮大佐、山西・村上・十河各理事、
羽田、佐藤両部長、石川経調副委員長
岡田参事、石原参事、穂積技師
1933.1.10 昭和七年四月十九日付満洲國鉄道、港湾、河川ノ委託経営竝 武藤関東軍発　林満鉄総裁宛
新設等二関スル協定ニ基ク指令
満洲國政府ノ鉄道、港湾、河川ノ委託経営竝新設 （上記指令の付録第一）
等二関スル協定ニ基ク指令細目
松花江水運事業委託経営ニ関スル指令細目 （上記指令の付録第ニ）
満州国政府鐵道ノ建造、借款及委託経営契約ニ關スル指令細目（上記指令の付録第三）
満州国鉄道等ノ借款及委託経営合併契約ニ關スル指令細目 （上記指令の付録第四）
1933.2.9 満州国鉄道借款及委託経営契約 林満鉄総裁・丁満州国交通部長
1933.2.9 松花江水運事業委託経営細目契約 林満鉄総裁・丁満州国交通部長
1933.2.9 敦化、図們江鉄道外ニ鉄道建造借款及委託経営契約 林満鉄総裁・丁満州国交通部長
1933.2.9 天図軽便鉄道買収資金貸金契約 林満鉄総裁・丁満州国交通部長
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1933.2.9 満州国鉄道等ノ借款及委託経営合併ニ關スル契約 林満鉄総裁・丁満州国交通部長
1933.2.9 林總裁ト丁鑑修交通部総長トノ往復書簡 林満鉄総裁・丁満州国交通部長
1933.2.9 松花江水運ノ税琄其他二関スル覚書 武藤関東軍司令官・鄭国務総理
1933.2.9 天図軽便鉄道及老頭溝楳礦処置二関スル件 林總裁・飯田延太郎
1933.2.9 天図軽便鉄道買収二関スル覚書 加来美智雄・熙洽・丁鑑修
1933.8.3 北鮮ノ鉄道及羅新施設委託経営ニ關スル根本方針 吉田鮮鉄局長・村上満鉄理事
1933.8.14 第二次線及第三次線建設ニ關スル通牒 小磯関東軍参謀長
1933.9.30 朝鮮国有鐵道一部ノ委託経営契約 宇垣朝鮮総督・林満鉄総裁
1933.9.30 右契約付属協定 宇垣朝鮮総督・林満鉄総裁
1933.12.2 圖們佳木斯鉄道外五鉄道建造借款及委託経営契約 林満鉄総裁・丁満州国交通部総長
（「満州国有鉄道初契約等調印の経過及主要契約等」村上文書 7P-1 より作成）
